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《 学級経営 》                        

一人ひとりの児童が認め合う学級集団づくりの工夫 

～学校グループワーク・トレーニング，構成的グループエンカウンターの実践を通して～ 

                                       
                                                 那覇市立泊小学校教諭 仲村 みどり 

 

Ⅰ テーマ設定の理由 

  児童が生活する学級集団は，学びを展開する場であり，児童の豊かな心を育む場でもある。 

児童が生き生きと学習し，友達と楽しく活動し日々成長していく姿をみるのは頼もしくも感じ 

る。しかし，いじめや不登校などにより，人格がゆがめられてしまうような現実も存在し，大

きな教育問題，社会問題となっている。 
児童の生活環境は，兄弟姉妹の減少や，習い事，部活動等で限られた時間や限られた人との

交流で人対人の関わりが希薄化していく現状にあり，学校生活における友達との関わり合いを

重視した場の設定は特に重要になると思う。自分の長所や短所をしっかり受けとめ，様々な人

を理解し関わっていく過程の中で，お互いの個性を尊重していける集団が形成される。その集

団で自信を持ち活動できる人間関係，協力して行動できる環境こそ望ましい学級集団であると

考える。 

  本校の児童は，元気で明るい子が多い。中学年になると，遊びや学習において多くの友だち

との関わりを好むようになるが，その関わりにおいてのトラブルが多く発生する。児童の訴え

を聞いたり行動を観察したりしていると，そのほとんどが些細な言動におけるコミュニケーシ

ョン不足が原因である。どの児童も一学期の学級スタート当初は「楽しい学級・仲の良い学級

を」と希望を持っている。その子ども達の願いを持続させ，友だちや仲間とうまく関わってい

けるような支援のあり方の必要性を感じてきた。  
  これまで，児童の観察や日記，保護者からの情報の共有を通して実態把握に努め，子ども同

士の交流や連帯を重視した学習形態の工夫を通し，個が生きる学級づくりを目指してきた。学

級の中で自分の個性を発揮し活発に行動している子もいるが，自分を閉じこめて自己主張がで

きない子や，自分の感情をそのまま相手にぶつけてしまう子，集団の中で緊張や防衛から自己

を発揮できない子がいる。こうした児童の実態を踏まえた時，お互いの認め合いが教科での活

動の場に留まり，人との関わり方の成長を認め合う場の設定に不足があったのではないかと感

じる。 
そこで，一人ひとりの児童が自己の持てる力を発揮できる学級集団の人的環境づくりの方法

を考えていきたい。自分を肯定的に捉えて，友だちを受容していけるのに有効な構成的グルー

プエンカウンター(SGE)，仲間と課題を達成することで協力し，お互いが高め合っていく学校グ

ループワーク・トレーニング(GWT)について研究し実践することで，一人ひとりの児童が認め

合い，集団の中で高め合っていける学級集団づくりができると考え，本テーマを設定した。 
 

Ⅱ 研究目標 

  お互いの個性を認め，仲間と協力するための技能や実践力の育成のため，学校グループワー

ク・トレーニング(GWT)や構成的グループエンカウンター(SGE)を行い，自他を見つめる「気づ

く」力の育成の工夫や実践力を促すようなワークシートの工夫について研究する。 
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Ⅲ 研究仮説 

１ 基本仮説 

学校グループワーク・トレーニング（GWT)，構成的グループエンカウンター（SGE)におい

て，協力や自他理解を重視したエクササイズを行い，自己や他者への「気づき」を楽しく体

感させ，仲間と協力し高め合うことができれば，自己肯定感を高めお互いが認め合っていこ

うとする学級集団づくりができるであろう。 

 ２ 作業仮説 

(1) SGE や GWT の「ふりかえり」の過程で，「気づき」を発見させる工夫をすれば，自分

の良さや友だちの良さを感じ取ることができ，自分に自信を持つことで自己肯定感，他者

理解を促すことができるであろう。 

(2) GWT の指導の過程で，協力するための行動を明確にし，行動を促すふりかえりシートの

工夫をすることで，協力し支え合うための実践意欲を促し，所属意識を高めることができ

るであろう。               

  

Ⅳ 研究構想図 

                
                    
       
        
 
   
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

Ⅴ 研究内容と方法 

 １ 一人ひとりが認め合う学級集団とは 

(1) 小学校学習指導要領解説 総則編より 

学級経営と生徒指導の充実（第３章第６節の３）に，「日頃から学級経営の充実を図り，

教師と児童の信頼関係及び児童相互の好ましい人間関係を育てるとともに児童理解を深め，

生徒指導の充実を図ること」とある。解説を以下にまとめる。 

 

めざす子ども像    
自分や友だちを大切にし，仲間と協力して活動する子 

研究テーマ 

一人ひとりの児童が認め合う学級集団づくりの工夫 

研 究 内 容 
 
 

 
「気づく」力の育成 
・気づきのパワーカード 
実践力を促すための工夫 
・レッツゴーカード   

      理論研究 
・一人ひとりが認め合う学級集団 

・学校グループワーク・トレーニング(GWT)
・構成的グループエンカウンター(SGE) 
・GWT と SGE の関連 

学級の実態把握 
・Q－U テスト    ・アンケート 

児童の願い教師の願い
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「欲求の段階」ひとつの欲求が満足されるとそれよりも高

次の欲求を満たそうとするような優先順位がある。 
・所属と愛の欲求（愛情欲求）集団の中の位置を占めたい

という欲求。 
・承認の欲求（尊敬欲求）自分自身による承認と他者から

の承認に分けられる。この欲求が満たされている人は自

信を持ち，有能感があり生産的であるが，それが不十分

で阻まれているときは，劣等感や無力感が生じ，絶望的

になったり，神経症的な行動が起こってきたりする。

・自己実現の欲求 真の自己自身であろうとする欲求，ま

たは，じぶんがなりうるものになろうとする欲求。 
（自己実現の教育 伊藤） 

 

  

 

    一人ひとりが認め合う学級集団は，一人ひとりが自分を肯定的に認めていること，友だ

ちのよさを認めていることが根底（自己存在感）にある。安心が保証された集団で，判断

し，行動できることがいきいきと活動する姿（自己実現）につながると考える。 

(2) マスロー（Masloｗ，A.H．）の５段階欲求の階層説 

 

(3) 認め合う学級集団の成員に必要な思考・技能 

  学級の人間関係を築くため，児童の思考や技能を以下の４つをベースとし，育成する。 

２ 学校グループワークトレーニング(GWT)で育てる力 

   『学校グループワーク・トレーニング』（坂野 2004，2006 年）より以下にまとめる。 
(1) 基本的な考え方 

GWT（Group Work Training）とは，「仲よく協力するとはどういうことか」を体験

的に学ぶプログラムである。理論と方法は，行動力学に基礎をおくラボラトリー・トレ

ーニングの学習理論と成長心理学をベースにした体験学習である。自分の姿に気づき，自

ら態度，行動を変容させていくことを目的としている。 

①仲間づくりやグループづくり。 
②グループプロセス（メンバーの感情・役割・意志決定のスタイル等）に気づき，集団の

中で効果的に役割を果たす技能の養成。 

図１ 学級経営と生徒指導の充実

好ましい人間関係づくり

一人一人が存在感のある自己実現の場としての学級 

相手の身になり相手のよさを見つけようと努める 協力し合い，自分の力を役立てる

集団の一員として一人一人の児童が安心して自分の力を発揮 
日常で行うこと 

自己存在感・自己決定の場 正しい判断力と行動力・責任感 規範意識 

図 ２ マスロ－の５段階欲求階層説 
（カウンセリング辞典 小林） 

 

自己実現欲求 

尊敬欲求 

愛情欲求 

安全欲求 

高次元 

基礎的 

生理的欲求

向
方 

現 
発 

①自己受容：自分の良さ弱さを知り，前向きに改善していこうという考えをもつ。 

②他者理解：周りにいる友だちの良いところに気づき，認める。また，自分もそうなりたいと

同一化することで，自己成長につなげる。 

③行動力 ：考えたことを言葉で表現したり，自分に与えられた役割に挑戦したりする。 

④協力  ：みんなのためになることを考えて，自分の役割をやり通す。 



 

 41

③自己への気づきと態度の変容。組織の問題解決と活性化。 
(2) ねらい 

GWT の目的は，楽しみながらパティシペイターシップ（集団組織に義務的に参加したり，

お客様的に参加するのではなく，自ら進んで積極的に参加し，責任を果たす協働者）を養成

することである。パティシペイターシップの内容は， 
①自分に気づく 

②他者，メンバーに気づく（メンバーの言動・感情等）  
③グループの状況に気づく（グループプロセス） 
④グループの一員として，適切で効果的な行動をとる 

(3) 内容と方法 
GWT の内容は，「情報を組み立てる GWT」「力をあわせる GET」「聴き方を学ぶ GWT」「コ

ンセンサス（合意）のよさを学ぶ GWT」「友だちからみた自分を知る GWT」などがある。GWT
のおおよその流れは，以下の通り 

(4) GWT のふりかえり 
 GWT の成果はどのようにふり

かえりをさせるかにかかる。実習

よりも多くの時間を要する。各グ

ループに観察者をつけるか，ふり

かえりシートを用いる。ふりかえ

りの注意点は左の通り。ふりかえ

りの時間がない場合，他の学級活

動の中で，GWT の体験と今，目

の前で起こっていることを関連させながら繰り返し話をして，GWT で学ばせたいと考え

た態度・行動の定着をはかる。 

３ 構成的グループエンカウンター(SGE)で自己肯定感・他者受容を高める 

  『構成的グループ・エンカウンターの原理と進め方』（國分康孝 2002）より以下にまとめる。 

(1) ふれあい（リレーション）と自己発見の促進 

    SGE (Structured Group Encounter)の原理はふれあい（リレーション）であり，ふれ

あいとはホンネとホンネの感情交流のことである。その交流で自分のホンネに気づき，自

己の盲点に気づくという自己発見をする。無意識を意識化することでセルフコントロール

しやすくなり，「自己を理解している程度に他者を理解」することができる。 
(2) SGE とロジャース理論及び行動療法 

SGE がロジャース理論からうけた影響は「非審判的，許容的雰囲気を人間成長の条件」

ア・「いま，ここ」での自分の姿，行動，態度，表情，発言の内容と口調を正しく認知する。

イ・自分の姿が，メンバーなど周囲の人たちに，どのような影響を与えているかに気づく。

ウ・自分のものの見方考え方，価値観や枠組，欲求，こだわり，動機，意図，感情に気づく。

エ・自分自身の価値を認め，自分自身を肯定的に認め，自分自身を好きになる。 
オ・周囲の人々の自分に対する期待と，周囲の人々から支えられていることに気づく。 

準備約５分 
グループ分け

課題の説明 

実施約 20 分 
グループごと

の課題の解決 

結果発表約５分

グループごとに

課題結果の発表

ふりかえり約 10分

解決過程を 
見直し反省する 

まとめ約５分

日常に 
一般化する 

①グループの中に許容的雰囲気があること 
②いま，ここで，観察した事実をあげて指摘すること

③相手が気づくよう援助する 
④ほめられたときは照れたりせず，素直に喜ぶこと

⑤予想もしないマイナス面の指摘に言い訳はしない

⑥マイナスの指摘は悪口ではない 
⑦必要な場合は，後で「ターン・オン」（みんなからい

い気分になるようなことを言ってもらう）を実施し，心に

傷を残さないように配慮する （一部省略） 

ふ
り
か
え
り
の
注
意
点
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 図 ３ GWT と SGE の関連  

学校グループワーク・トレーニング（GWT）で力を試す 

・仲間のための協力・支え合い 
・なりたい自分へ  

☆許容的 

雰囲気の中で 

認め合う 

メンバーへの気づき 

行動・態度・発言

自分への気づき 

・態度・表情・考え方

・自分の役割  
実 践 

グループの課題解決 

 
自己開示・ホンネ

自己受容の感情

自己肯定  

気づき・発見 
自己理解 

思考の変容  
他者受容  

「自己を理解している程度に他者を理解する」

構成的グループエンカウンター(SGE)で自他理解から自分らしさを 

あるがままの自分

感情交流・リレーション

癒し  

SGE で 

自 他 理 解

の 素 地 づ く

りを行い， 

GWT で 認

め合い， 

自 他 理 解

の促進を図

る。 

とすることであり，エクササイズのルールに生かされる。（①守秘義務を遂行②非難，悲観

的・評価的発言をしない③発言を強要しない④エクササイズを強要しない）エクササイズ

は，行動療法の「アクションを起こさせアクションを通して感情（不安・恐怖）が消える」

という考えに影響を受けている。 
(3) 自己開示と癒し           

エクササイズを介して自己開示し，あるがままの自分とありたい自分が一致する。自己

開示を聴いてもらうことが「自己受容」の感情を育て自己肯定的になり，ほっとする。   
また，他者の自己開示によって「人たるものはみなすべて同じものである」という「気

づき」がもたらされ，癒される。ホンネとホンネの交流をするには，自分のホンネに気付

き，気付いたホンネを表現することが必要である。ホンネとホンネの交流を促進させるた

めのエクササイズのねらいは，①自己理解 ②自己受容 ③自己表現・自己主張 ④感受

性 ⑤信頼体験 ⑥役割遂行があり，さらにその先のねらいは行動の変容である。  
４ GWT と SGE を関連づけた指導   

 
認め合う学級をつくるために，お互いがサポートし合えるメンバーのとなれるよう団結

させていきたい。そのための素地として自己開示，他者理解をねらった SGE を行う。自

分のホンネ（言いたいけど言えないこと）を話し聞き合うこと等（感情交流）を通し自己

受容の感情が生まれる。自分の短所を含めて受け入れる自己受容が，他者への気づきも促

される。   
以上の自他理解の素地がつくられたメンバーで，グループの力を試す GWT を行う。

GWT ではグループの課題解決を通し，自分の言動や役割を客観的に捉え，新たな「気づ

き」が促進される。グループ内における自分の役割や，自分自身を含めたメンバーの価値，

お互いの支え合いに「気づく」ことで，仲間のためにはどうあるべきかという実践へと意

識が向かっていく。GWT，SGE で培われた自他理解が，グループや仲間としてあるべき

姿に「気づき」，学級の一員として「協力し，仲間と支え合うための実践」へとつながる。 
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図４ 学級満足度尺度（いごこちのいいクラスにするためのアンケート）
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5678910111213141516171819202122232425

侵害行為認知群

８人 22％

全国 18％

被侵害得点

要支援群
学級生活 
不満足群 

11人30.5％

全国 26％
６人 17％

全国 18％

非承認群

承認得点
学級生活 
満足群 11人30.5％

全国 38％

学級生活満足群 ：不適応感やトラブルが少なく，意欲的に取り組める児童 

学級生活不満足群：いじめや悪ふざけを受けていたり，不適応になっている可能性の高い児童 

侵害行為認知群 ：被害者意識の強い児童，自主的だが自己中心的な面からトラブルを起こしている可能性のある児童

非承認群    ：認められることが少なく，意欲の低い児童 

５ 認め合う学級づくりの工夫    

(1) 学級の実態(Q-U テスト「学級満足度尺度」)の分析と指導の方向性 

斜めに伸びた分布

となり，ルールとリ

レーションの確立が

共に低い集団と判断

される。「学級生活満

足群」は全国平均よ

り約８％低い。また，

「侵害行為認知群」

等にプロットされた

児童の割合が高く，

一見静かで落ち着き，

のびのびしていた児

童同士の結びつきが

徐々に弱まった状態である。

自由な発言が望ましいが，そのことが意見の対立にもなり，当時者だけでなく他の児童に

も不安感や不信感が生じたと考えられる。 

GWT，SGE を有効活用することでルールの共有，触れ合い，満足感・充実感を高め，

個々の関係を全体に広げられるような指導の工夫をする。  

(2) 「気づく」力の育成 

【手だて１】 ふりかえりシートの工夫 

①レッツゴーカード SGE，GWT の後に学級のための実践目標を決めさせ，一週間実施する。実施

後，自分の状態を「変身物差し」の１～５のレベルで自己評価させる。実践と自己評価の継続は，

行動療法の効果（実践がわだかまりを取り払う）となり実践力の高まりとなることを期待する。

 

 

 

 

 

②気づきのパワーカード レッツゴーカードで自己評価の後，自他の変化（表情や態度，行動，周

りの人の努力の程度）について「気づき」を書かせる。実践の効果に「気づく」ための思考を促し，

言葉で表現させ，認知させる（「無意識の意識化」）。 

 

 自分 
周りの人 
みんな 

気づきのパワーをつけよう 

名前 NO 

 

 名前 

１日（   ）人に（        ）をします。 火水木金月火 

レッツゴーカード     明るんくんへ ゴー 

    変身物差し 
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 「ふりかえり」では全面的に「認め合い」を行う。GWT のふりかえりの展開を取り入れて実

施するが，GWT のふりかえりでは，「マイナスの指摘」もある。しかし，児童のリレーション

（「ふれあい＝ホンネの感情交流」）が低いという学級の実態（Q-U テストの結果）から，よさを

探し認めていく「ふりかえり」とし，「マイナス面の指摘」はしない。よさを見つけあうことは，

新たな自他発見となり，「気づく」力を育成し，実践への連動となると考える。 

 ・みんなの力が「合わせられる」ように努力する。（協力）

・自分の役割を果たす。 （聞く・考える・話す） 
・自分のことや周りの人のよさに気づく。（気づきのパワー）

力を合わせる方法（協力）  

①みんなで決める  ④ ゆずり合う 
②相手の意見を聞く ⑤ 支え合う 
③自分の意見を話す  ⑥ まとめる言葉

め
あ
て

SGE，GWT は，それぞれが独立しているのではなく，「楽しい学級づくり」の学習であり，

そのためにめあてがあることを理解させる。また，自分や周りの人の様子や気持ちに気づく力

を働かせていくことが，大切であることを認識させる。自分や周りの人に目を向け，自分の役

割を果たすことができるよう促していく。「力を合わせる方法（協力）」を具体化することで，

できることから始めていこうとする向上心が高められると期待する。

【手だて２】 めあての統一，「力を合わせる方法（協力）」の具体化 

(3) 「ふりかえり」で認め合い，実践活動へつなぐ 
【手だて】 「GWT のふりかえりの時間」に準じ，実態に合わせてアレンジする。 

Ⅵ 授業実践  

１ 題材 あなたにプレゼント(「友だちから見た自分を知る」GWT) 

 A 学級活動 日常の生活や学習への適応及び健康や安全に関すること 

２ 目標・「力を合わせること」について理解し，グループや学級の一員として協力して生活し

ていこうとする実践的態度を養う。 

・グループにおける自分の役割を意識し自分や周りの人のよさに気づくことができる。 

３ 学習計画                      ※SGE は朝の会，GWT は学級活動で行う 

４ 本時の活動 

(1) 授業仮説  

①GWT の展開の場面で「力を合わせる方法」を提示し，自己の行動を明確にすることで自

分の役割を果たそうと努力し，気づく力を引き出すことができるであろう。 

②ふりかえりの過程で，自分や周りの人に気づきを促すふりかえりシートの工夫をするこ

とでお互いのよさを認め合い，日常生活で自分の行動の仕方を変えていこうとする実践

的態度の育成へとつなぐことができるであろう。 

回（学級活動） 月 日 内    容   主なねらい

１ （学活①） １１/２７ Q-U アンケート・「自分探しアンケート」 実態把握 

２ １１/２７ SGE ： アウチであいさつ  ふれ合い 

３ １２/４ SGE ： ドンマイける 自他理解 

４ （学活②） １２/７ GWT ： コピー人間 協力 

５ １２/１１ SGE ： で～きたできた（サイコロトーク） 自他理解 

６ （学活③） １２/１１ GWT ： 無人島生活   集団決定 

７ （学活④） １２/１８本時 GWT ： あなたにプレゼント 認め合い 

８  (学活⑤） １２/２１ Q-U アンケート・「自分探しアンケート」 実態把握 
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(2) 本時の展開 

時 活 動 内 容 教 師 の 意 図・支 援 評価 
始

め 
2 

１ めあてを確認する 
 
 

                   

展

開 
2８ 

⑧ 

２ 説明を聞く 
・メンバー一人ひとりのイメージ

に合うカードを選び，メッセー

ジを添えてプレゼントする。 
①やり方を聞く。 
②「力を合わせる方法」 

 
 
 
 
 
・今日の重点は聞く・話す・支え合う 

 
⑩ 

３ ひとりで考える 
・プレゼントカード配布 
４アドバイスし合い，考える 

・「リーダーへの指示書」時間内で終了できるよ

う，アドバイスをし合いながら考えさせる。

「支え合い」の効果を見届け支援する。 

・関わろうと

している。 
 
・よさを見つ

ける。力を合

わせ，支え合

って活動し

ている。 

⑩ ５ 「プレゼント会」 
・堂々と読む。拍手を送る。 

・「一番目の受賞者…」受賞者とプレゼンテータ

ーを立たせ行う。照れずに受け入れさせる。 
はっきりと

言える。 

ま

と

め 
15 

６ 振り返る 
①気づいたことを書く。  
②全体で認め合う。 
７ 実践目標を発表する 

・「力を合わせる方法」を参考に自分や周りの

人への気づきを促す。 
・クラスや周りの人，自分のためにできるこ

とを考え目標を立たせる。 

よさに気づ

いている。

 

Ⅶ 結果と考察 

検証１ 

 
 
 
検証方法 １ 「自分探しアンケート」（自作）における自己肯定感の数値から考察する。 

【結果】 「あなたのいいところはど

んなところですか？」の質問に，

自分のよさを具体的に書くこと

ができたのは 65.7％（23 人）で

あったが，学習後は 85.7%（30

人）となった。85.7%(30 人)の
児童の答えから自分のよさを分

類してみると，優しい等の性格

を上げた子が 36.6％(11 人)，続い

てあいさつができる 20%（６人），運動面，人を助けるなどであった。（アンケート集計 35 名） 
【考察】 GWT では，自分の言動をふりかえるだけでなく，グループの一員としての役割はど

うだったかということも要求される。ふりかえりシートは，「意見をよく聞いた人はだれで

すか？」「意見をまとめた人は？」と，お互いの役割についてふりかえさせ，グループで統

一させる。自分やメンバーの言動から評価したことを，グループで話し合って決める過程

で，グループ内では自分がどのような存在か，自分の価値を客観的に知ることができる。

また，このような「ふりかえり」の中で自己理解が促進される。よさを共有する活動を継

続し，「気づき」を促してきたことが，漠然としていた自分のよさを確実なものにしたと捉

・みんなの力が「合わせられる」ように努力する。（協力） 
・自分の役割を果たす。（聞く・考える・話す） 
・自分のことや周りの人のよさに気づく。（気づきのパワー） 

力を合わせる方法（協力）  
①みんなで決める   ④ ゆずり合う 
②相手の意見を聞く  ⑤ 支え合う 
③自分の意見を話す   ⑥ まとめる言葉  

SGE，GWT の「ふりかえり」の過程で，「気づき」を発見する工夫をすれば，

自分の良さや友だちの良さを感じ取ることができ，自分に自信を持つことで自己

肯定感，他者理解を促すことができるであろう。 

 

0

20

40

60

80

100

事前 事後

％
性格   36.6％(11 人) 

（優しい・笑顔・負けず嫌い）

あいさつ 20％（６人）

運動   16.6％（５人）

助ける 16.6％（５人）
  （励まし・声かけ） 

勉強    10％（３人）

図５ あなたのいいところはどんなところですか？ 

アンケートの答えを分類 自己肯定感
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GWT の指導の過程で，協力するための行動を明確にし，行動を促すふりかえ

りシートの工夫をすることで，協力し支え合うための実践意欲を促し，所属意

識を高めることができるであろう。 

0

20

40

60

80

100

ない １つか２つ

所属意識 
事前

事後 
 

学級のための実践 
・挨拶 35.4％(11 人) 
・係  22.5％（７人）
・励まし 12.9％（４人）
・静かにさせる 12.9％
・その他 16.1％（５人）

（言葉遣い・手伝い） 
※アンケートから分類 

図６       学級のためにがんばっていることは？ 

たくさん 

えられる。みんなに認められることで，自信となり自己肯定感につながったといえる。 
 

検証方法 ２ 気づきのパワーカードの No１，２，４から「気づく」力の変容をみる。 

【結果】 抽出児：Q―U テストが要支援群・侵害行為認知群の児童のカードから（カードから抽出） 

要支援群に位置していた児童 A 児は「変わらない」としていたが No４では「勇気がつい

て気持ちが変わったり友だちが増えた」と表現している。C 児「気持ちがスッキリして他

のクラスの人とも友だちが多くなる」と自分の気持ちの変容に「気づく」ことができた。

また，「やる人は友だちがいっぱい」と周りの人へも意識を向けることができた。 

表 １ 気づきのパワーカード 「気づく」力の変容 

 児 
童 群 No １ No ２ No ４ 

A 要支 変わらない。 遊ぼうという言葉を

使った。 
勇気がついて気持ちが変わったり友

だちが増えた。 
B  

要支 
前よりしようかなと思 
うことが多くなった。 

前より声かけするよ

うになった。 あいさつする勇気が出た。 

 
自

分 

C 侵害 恥ずかしくなくなっ 
た。 

いつもおはようを言

うようになった。 
気持ちがスッキリして他のクラスの

人とも友だちが多くなる。 
D  

要支 
いっぱいいろんな人に 
あいさつしていた。 同じ （あいさつを）やる人は友だちがいっぱ

い。 

E 要支 G はあいさつできるよ

うになった。 
G はあいさつするよ

うになった。 
知らない生徒にすると友だちが増え

る。 

周

り

の

人 F  
侵害 

H はあいさつしたら， 
かえしてくれた。 

H はいつも励まして

くれる。 
前よりあいさつがいっぱいで，学級が

楽しい。 
【考察】始めの SGE では「アウチであいさつ」を行ったが，エクササイズはやりたくないと言

う児童もいた。あいさつや周りの人への声かけの大切さは理解していても，進んで行えな

い子が多い。照れや相手との関係で気持ちが一致せず，不安な心理状態にあるようだ。SGE
で軽い身体接触やサイコロトークで緊張している心や抵抗をやわらげ，SGE，GWT の「ふ

りかえり」で気づきのパワーが持てるよう題材を構成した。お互いの会話や感情の交流を

通して自分を知ってもらい，安心感や喜びが得られたと捉える。また，「気づきのパワー

カード」を活用することで，自分の実践の状況に客観的に正面から向き合い，自分の気持

ちの変容に「気づく」ことが，周りの人への「気づき」にもつながった。 
 

検証２ 

 
 

検証方法 １ 「自分探しアンケート」の数値から所属意識をみる。 

【結果】質問「学級のためにがんばって

いることはどのくらいあります

か？」に対し，学習前は「ない」

と答えた子が 65.7%（23 人）いた

が 8.5％（３人）となった。また，

「１つか２つ」と答えた子は

28.5％(10 人)から 80％（28 人）

に増加した。「学級のためにしてい
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ることはどんなこと？」の質問で３１人の児童の答えを分類してみると，「あいさつ」と答

えた子 35.4％（1１人），「係・当番」は 22.5％（７人），「励まし」12.9％（４人）となって

いる。（アンケート集計３５名） 
【考察】SGE，GWT は楽しい学級，協力していくための学級をつくるための学習であることを

認識させるため，「めあて」や「力を合わせる方法（協力）」を統一して題材を構成してき

た。これらの一連の学習が，グループ内の協力から学級へと意識を向かわせることとなり，

寄り集まりの集団ではなく，学級の一員として楽しい学級づくりに関わっていきたいとい

う，目的意識をもった学級へと変容したと捉える。 
また，学級のための実践として児童の答えから，「あいさつ」「励ます言葉」等，周りの

人を思いやった言葉かけだけでなく，「言葉遣いに気をつける」なども，学級のための行動

として判断していることが分かった。児童の考えた協力や支え合うことについての行動目

標を，自由に表出できる環境づくりができたと考える。学級のための行動を日常の実践に

関連させたことが「自分も学級の一員として協力する仲間」という所属意識を高めること

につながった。 
 

検証方法 ２ 気づきのパワーカード・レッツゴーカードから実践力の高まりをみる。 

【結果１】 抽出児：非承認群・学級生活不満群の児童のカードの変容を段階化し考察する。 
表２は，抽出児の気づきのパワーカードの抜粋である。「（あいさつ・声かけ）ができた」

という段階から「使うようになった」「努力している」の第二の意欲の段階。さらに，「楽

しくなってきた」など情意の段階へと変容した。気づきのパワーカード No４の「あいさ

つをしたり，サポーターワードを使い続けることで変わったことは？」の質問にはあいさ

つすると「楽しくなってくる」「うれしい」「心が温かくなる」という答えがあった。         

表２ 気づきのパワーカード 実践力の高まり 

【結果２】 レッツゴーカードの児童の自己評価における実践力の数値から考察する。 
   図７は，学級の全児童の自己評価の平

均値である。カード No１は平均 3.2 ポイ

ントであるのに対し，No４の平均は４で

ある。実践力の自己評価は向上した。 
【考察】「協力すること」を具体化し，GWT

を取り組んできた。「あいさつをする」と

いう簡単なことでも，協力の一つのステ

ップであり，すぐに行うことができる。「聞く」「話す」「支え合う」「まとめる」など，自

分にできることから始められるという実感が，児童の中に刷り込まれたのではないかと考

児 群 No １ No ２ No ３ No ４ 

I 

非

承 

 

けっこうあいさつが 

できるようになっ

た。 

前よりよく言葉（遊

ぼう）を使うになっ

た。 

自分から進んで

できた。 
明るく，楽しくなってくる。 

J 

非

承 

 

前よりあいさつがで 

きるようになった。 

前より声をかけられ

るようになった。 

前よりあいさつ

ができて楽しく

なってきた。 

あいさつするとなんか笑顔になっ

ていた。あいさつすると楽しくなっ

てうれしい気持ちになっていた。

K 

不

満 

 

はずかしかったけど 

今はすぐできる。 

ありがとうと言える

よう努力している。

気持ちがよくな

る。 

あいさつすることで周りの人と分

かち合えてうれしくなる。 

心が温かくなる。 

実践（声かけ）の例

○あいさつ 
おはよう，ありがとう，

こんにちは，おっはー

○褒め言葉 
ファイト，がんばれ，

すごい 
○声かけ 遊ぼう 

図７レッツゴーカード『変身物差し（自己評価）・実践（声かけ）』

2

2.5

3

3.5

4

4.5

5

No１ No２ No３ No４
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図８ 学級のための今後の実践

実践を通しての喜び 

遊べる・仲よくなる・友だちが増える 実践を生活に活かす ９人

あいさつ・声かけ励ましをする 12 人 実践のよさの認知 

質問 ：これから，自分のためみんなのためにどんなことができそうですか？ 

あいさつ・励まし→うれしい・楽しいから

学級集団への願い ２人…なクラスになって欲しい 

…あげたい，困っている人を助ける 援助者としての仲間 
７人

６人

える。 
気づきのパワーカードから，「おはよう」「ファイト」「遊ぼう」など自己を表出するすこ

との楽しさ，相手に返してもらうことで受け入れられたという，うれしさを感じとること

ができる。学級全体で取り組むことで，みんながやっている安心感，学級に協力している

という満足感が得られたと捉える。また，児童が声をかけ合う活動が日常化できるように

「レッツゴーカード」を活用し，協力し支え合うことを継続していくことで喜びとなり，

実践意欲の向上につながったと考察する。 
 

検証方法 ３ 所属意識，学級のまとまりをみる。  

【結果１】 気づきのパワーカード No４より所属意識をみる。 

「これから，自分のためみんなのために，どんなことができそうですか？」という質問に

ついての答えを分類した。「あいさつや支え合う言葉を言う」と自分たちの活動のよさを認

知した答えや「…をしてみんなと遊べることができそう」という生活に活かそうとするも

の，「困っている人がいたら声をかける」という援助者としての答えや「…なクラスにした

い」という学級への願いもあった。 

【考察】「気づきのパワーカード」No４は，学習のまとめのふりかえりシートである。SGE，

GWT の学習で共通体験をして，あいさつや声かけなどの実践目標を立て，お互いのサポ

ーターになろうと学級全員で活動をしてきた。どの児童のカードからも実践のよさだけで

なく，楽しさや仲間へのいたわりなども感じられた。「支え合う」ための声かけによるコミ

ュニケーションを通し，学級の友だちの言動を受け入れる他者理解から，友だちに受容さ

れ認められたという自己受容の気持ちが得られたと思う。また，それらの受容されている

という雰囲気は連帯感を生み，その効果が「気づきのパワーカード」で確認されたことで，

学級への存在感を高めることになったと捉える。 
以上のことから声かけによって得られた体験により，お互いが支え合うという実践活動

の大切さを感じ取ることができ，学級集団へ愛着し仲間意識が強まった。 
【結果２】 Q-U テスト「学級満足尺度結果のまとめ」（いごこちのよいクラスにするためのアンケー

ト）より学級のまとまりをみる。 
学級生活満足群に位置する児童は学習前の割合は 30.5％（11 人）であったのに対し，

学習後は 44.4％（16 人）となり，13.9％（５人）増加した。侵害行為認知群は，―8.4％

（３人）減り学級生活不満足群は２人減った。個人の位置を比較してみると，全体の矢印

の方向は右上がりのベクトルとなり，要支援群のほとんどの児童が抜け出ることができた。 
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図９ 学級満足度尺度（いごこちのいいクラスを作るためのアンケート） 

５人 

学級 13.9％

全国 18％

【考察】事前の Q―U テス

トの結果は，ルールの

定着やリレーションの

確立が共に必要とする

集団であったが，中央

の平均値へ集結し始め，

学級集団としてのまと

まりがみられるように

なった。１名の児童は

要支援群に位置し，数

名の児童（波線）は依

然，不安定な状態であ

る。友人関係の問題の

解消など，継続的な個

別指導を行い支援して

いきたい。 
SGE，GWT を組み

合わせることで，ふれあいや自他理解を促進させることとなり，学級での自己存在感を高

めることができた。また，協力し，支え合う実践活動を継続させることで，個々の人間関

係の結びつきを強めることができた。  
 

Ⅷ 成果と課題 

 １ 成果 

(1) SGE，GWT を関連させて実施することで，自己を開示し心の交流をする喜びや，グルー

プの協力でお互いの良さに気づかせ，自己肯定感，自他理解を高めることができた。 
(2) GWT において「力を合わせること」を具体化し，ふりかえりシートの工夫をすることで

仲間と協力し，支え合う実践的活動を日常的に継続させ，所属意識を高めることができた。 
 ２ 課題 

(1) 学級会活動の時間を確保するためにも，GWT を他教科や道徳の時間で活用する工夫をし

学級経営に生かしたい。  
(2) 学級のメンバーに合った，効果的な SGE エクササイズの選定について研究が必要である。 
(3) 客観的な実態把握のため，アンケートの改善が必要である。 
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